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ニ
の
七
月
、
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
県
ナ
チ
ユ

ラ
リ
ス
ト
協
会
の
一
行
は
、
「
山
と
山
の
国
際
交

流
」
で
カ
ナ
ダ
西
部
の
バ
ン
フ
国
立
公
園
へ
出

か
け
た
。
こ
の
地
域
は
一
八
八
五
年
、
カ
ナ
ダ

で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国
立
公
園
で
、
カ
ナ
デ
イ

ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
東
部
山
腹
に
位
置
し
て
い

る
。
三
O
O
O
m
級
の
山
々
、
そ
の
山
頂
か
ら

延
び
る
氷
河
、
麓
に
広
が
る
針
葉
樹
、
点
在
す

る
氷
河
湖
、
多
様
な
色
に
変
化
す
る
湖
水
等
々
、

自
然
が
織
り
な
す
雄
大
で
神
秘
的
な
景
色
は
私

達
を
魅
了
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
を
後
世

に
残
そ
う
と
努
力
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
熱

意
が
、
か
ら
だ
全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
感
動
し
た
。

平
成
三
年
、
北
陸
カ
ナ
ダ
協
会
の
設
立
三
十

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。
来
県
さ
れ

た
カ
ナ
ダ
大
使
と
中
沖
知
事
と
め
懇
談
の
中
で
、

立
山
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
と
の
友
好
提
携
が
話
題

と
な
り
「
山
と
山
の
国
際
交
流
」
が
検
討
さ
れ

た
と
聞
く
。
そ
し
て
私
達
と
、
カ
ナ
ダ
の
パ
ン

フ
国
立
公
園
で
活
動
す
る
。
ボ
ゥ
ヴ
ァ
レ

l
・

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
達
。
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

ボ
ゥ
ヴ
ァ
レ

l
・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
、
野

生
生
物
の
保
護
、
環
境
の
保
全
、
そ
し
て
自
然

解
説
の
三
本
柱
を
軸
に
活
動
す
る
、
そ
の
道
で

は
よ
く
知
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ

で
の
交
流
会
の
席
上
、
こ
の
会
の
中
心
的
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
マ
イ
ク
氏
が
興
味
あ
る
発
言
を
し

て
我
々
を
驚
か
せ
た
。
ぞ
れ
は
、
富
山
の
ス
ポ
ー

ツ
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
に
メ
ン
バ
ー

込
じ
を

恭
い想

達
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
「
富
山
と
は
関
わ
り
が
深
い
の
で
す
よ
」

と
、
慣
れ
な
い
土
地
で
緊
張
気
味
の
我
々
の
気

持
ち
を
一
気
に
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
話
題
で
あ
っ

た
。
ウ
ェ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
自
然
愛
野

t
s

り
、
彼
ら
の
活
動
が
ぴ
っ

夜

島

、で
毒

警

た
と
、
カ
タ
ロ

d
企
誕
祭
慰
宅

L

H

J

パ
ン
フ
国
立
公
園
は

.
ホ
ナ
ダ
，最
初
の
固
正

公
園
だ
け
あ
り
、
景
色
も
よ
く
、
設
備
も
行
き

と
ど
き
、
訪
れ
る
人
々
も
多
い
。
た
だ
、
人
々

は
砂
自
然
に
親
し
み
た
い
々
と
の
目
的
と
、
国

立
公
園
を
利
用
す
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
や

っ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
同
じ
高
山
の
国
立
公

園
で
あ
る
立
山
で
は
、
通
過
型
観
光
が
中
心
で

あ
り
、
そ
の
違
い
を
感
じ
る
。
だ
か
ら
ニ
そ
、

私
た
ち
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
活
動
の
場
や
解
説

の
様
式
も
、
よ
り
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
は
か
自
然
解
説
員
H

と

な
っ
て
い
る
が
、
カ
ナ
ダ
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

の
自
然
に
対
す
る
態
度
か
ら
、
私
達
は
単
な
る

自
然
の
説
明
で
は
な
く
、
自
然
と
人
々
の
間
を

つ
な
ぐ
。
通
訳
々
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
自
然
へ
の
熱
き

思
い
を
込
め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で
が

る
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
と
富
山
の
「
山
と
山
の
国

際
交
流
」
を
地
道
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
研

さ
ん
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

湯上谷宏さん
〆 グ

リスト協会長

定ミ「
入
団
九
年
目
に
し
て
初
め
て
富
山
で
試
合
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
い
や
ら
失
敗
し
た
く
な
い
や
ら
。
と
に
か
く
富
山
の
人
に
元

気
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
U

八
月

三
日
と
四
日
の
両
日
、
富
山
市
の
ア
ル
ペ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
オ
リ
ッ

ク
ス
対
ダ
イ
エ
ー
の
プ
ロ
野
球
公
式
戦
が
行
わ
れ
、
黒
部
市
出
身
の

湯
上
谷
選
手
は
、
セ
カ
ン
ド
で
フ
ル
出
場
。
家
族
や
多
く
の
友
人
が

見
守
る
な
か
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
フ
レ

l
で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
に
あ
こ
が
れ
、
中
学
生
の
兄
た
ち

と

一
緒
に
な
っ
て
野
球
を
し
て
い
て
も
違
和
感
が
な
か
っ
た
と
い
う

湯
上
谷
さ
ん
。
性
格
も
負
け
ん
気
が
強
く
、
親
分
肌
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
、
い
か
に
も
プ
ロ
向
き
と
い
え
ま
す
。

「目
標
と
す
る
選
手
に
つ
い
て
は
、
特
に
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
世
界
は
、

や

っ
ぱ
り
実
力
が
す
べ
て
。
常
に
自
分
が

一
番
だ
と

い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
U

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

中
学
生
の
と
き
父
親
を
亡
く
し
そ
れ
か
ら
は
母
親
の
手

一
つ
で
育

て
ら
れ
た
湯
上
谷
さ
ん
。
「
強
い
学
校
で
自
分
の
可
能
性
を
た
め
し
て

み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
ほ
か
に

「
い
い
と
こ
ろ
に
就
職
し
て
母

親
に
楽
を
さ
せ
て
や
り
た
い
U

と
い
う
こ
と
が
、
石
川
県
の
星
稜
高

校
に
入
学
し
た
動
機
で
し
た
。
高
校
時
代
は
、
チ
ャ
ン
ス
に
強
く
、

勝
負
度
胸
は
ピ
カ

一
の
リ

l
ド
オ
フ
マ
ン
と
し
て
注
目
を
集
め
、
そ

の
後
南
海
(
当
時
)
へ
ド
ラ
フ
ト
二
位
で
入
団
。
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
広
い
守
備
範
囲
と
シ
ュ
ア
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
買
わ

れ
、
過
去
三
年
間
は
、
全
試
合
に
出
場
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
成
績

を
収
め
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

「
、
」
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
納
得
で
き
る
よ
う
な
試
合
が
多
く
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
今
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
が
で
き
て
注
目
を
集
め
て
ま

す
が
、
野
球
だ
っ
て
お
も
し
ろ
い
。
僕
が
そ
う
だ
つ
た
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
も
夢
を
持
っ
て
や

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

だ
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
U

少
年
の
頃
か

ら
変
わ
ら
ぬ
ひ
た
む
き
な
想
い
が
生
み
出
す
プ
レ

l
。
そ
の

一
つ
一

つ
が
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。



サッカーを通じて友情を深めるくすりで富山を再発見
「第四環日本海インターハイ・サッカー親善交流大会」開催富山くすりフェア開催

富
山
県
と
環
日
本
海
諸
国
の
高
校
生
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
お

瓦
い
の
競
技
力
の
向
上
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
第

一

回
環
日
本
海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
サ

ッ
カ
ー
親
善
交
流
大
会
」
が
七

月
二
十

一
日
か
ら
一
一十
三
日
に
か
け
て
、
山
小
常
守
川
山
陀
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
国
は
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
の
四
か
国
。
各
国
総

当
た
り
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、

富
山
県
選
抜
チ
ー
ム

が
記
念
す
べ
き
初
代
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。
試
合
後
、
ロ
シ
ア
の

選
手
は
「
富
山
の
高
校
生
に
は
技
術
が
あ
る
」
遼
寧
省
の
王
明
仁

総
監
督
は
「
技
術
を
学
び
あ
い
、
友
好
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
大
会
期
間
の
前
後
に
お
い
て
、
各
国
選
手
た
ち
は
、
魚
津

水
族
館
や
立
山
室
堂
周
辺
を
訪
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
面
で
も
交

流
を
深
め
た
ほ
か
、
選
手
全
員
参
加
の
交

歓
会
で
は
ビ
デ
オ
上
映
で
試
合
を
振
り
返

り
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
十
月
に
は
同
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
陸
上
競
技
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
各
国
の

一
層
の
交
流
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

.ロシアの団長と
健闘を普い合う

Vズラリ並んだ精鋭たち
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三
百
年
の
伝
統
を
持
つ
富
山
の
薬
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
「
富

山
く
す
り
フ
ェ
ア
」
が
、
今
年
の
六
月
か
ら
札
幌
会
場
を
皮
切
り

に
、
来
年
の
二
月
ま
で
順
次
、
県
内
外
の
各
会
場
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
県
、
関
係
市
町
村
及
ぴ
業
界
で
組
織
す
る
「
富
山
く
す
り

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
」
が
実
施
す
る
も
の
で
、
富
山
の
薬
の
イ
メ

ー
ジ
ア

ッ
プ
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
l
シ
ョ
ン
(
自
己
治
療
)

の
普

及
が
目
的
。
県
内
で
は
七
月
三
十
日
と
三
十

一
日
の
二
日
間
、

富
山
駅
前
の

C
I
C
ビ
ル
五
階
、
い
き
い
き
K
A
N
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
設
け
ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
六
神
丸
や
熊
肥
な

ど
富
山
の
代
表
的
な
配
置
薬
を
は
じ
め
、

パ
ネ
ル
、
ジ
オ
ラ
マ
等

に
よ
る
薬
の
歴
史
、
薬
の
風
俗
や
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
や

道
中
道
具
、
身
近
な
薬
用
植
物
等
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
ま
た
、

売
薬
さ
ん
の
代
表
的
な
お
み
や
げ
で
あ

っ
た
手
作
り
紙
風
船
や
売

薬
版
画
の
色
刷
り
を
実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
、
薬
膳
料
理

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
物
産

・
く
す
り
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
、

訪
れ
た
人
々
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
は
浦
和
会
場
を
経
て
、
十
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
お

岡
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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国際交流の
ステージが誕生一人ひとりの心が育てる

国
際
的
な
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
と
し
て
、
ま
た
文
化
や
芸
術
の
活
動

拠
点
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
宇
奈
月
国
際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
が
八
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
会
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
五
階
建
て
。
大
き
な
卯
型
の
建
物

は
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
母
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
優
美
で

伸
び
や
か
な
曲
線
で
構
成
さ
れ
た
大
ホ
l
ル
に
は
、
国
際
会
議
場
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
ニ

l
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
最
新
の
六
か
国
同
時
通
訳
シ
ス
テ
ム
を

完
備
。
映
像

・
音
響

・
照
明
シ
ス
テ
ム
等
に
も
最
新
鋭
の
技
術
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
黒
部
峡
谷
の
魅
力
を
芸
術
と
し
て
発
信
す
る
セ
レ
ネ

美
術
館
や
、
四
百
人
収
容
の
多
目
的
ホ

l
ル
、
大
小
会
議
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
カ

フ
ェ
、
展
望
ホ
ワ
イ
エ
等
も
機
能
的
に
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
文
化
交
流
の
面
で
富
山
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民

族
舞
踊
団
と
合
唱
団
を
招
い
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
、
セ
レ
ネ
美
術
館
で
中

川

一
政
生
誕
百
年
展
が
開
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
完
成
式
で
は
、
関
係
者
約
三
百
人
が
出
席
し
て
、
世

界
各
国
の
人
々
の
交
流
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

宇奈月国際会館「セレネ」オーブン
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セ
レ
ネ
美
術
館

d

司
「中
川

一
政
生
誕
百
年
展」

みんなの道
'93出会いふれあいの道フェスティjυレ

日
常
生
活
の
中
で
道
路
が
果
た
す
役
割
や
、

道
路
の
正
し
い
利

用
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
八
月
十
日
の

「道

の
日
」

に
、
富
山
駅
前
広
場

一
帯
で
、

「
幻
出
会
い
ふ
れ
あ
い

の
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
マ
リ
エ
と
や
ま
六
階
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、

道
路

功
労
者
、
道
路
愛
護
団
体
の
ほ
か
、
県
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
し

た
お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
を
表

彰。
午
後
か
ら
は
、
駅
前
周
辺
で
、
県
内
の
ミ
ス

の
み
な
さ
ん
や
主

催
者
職
員
ら
が
道
行
く
人
々
に
チ
ラ
シ
や
風
船
を
配
り
、
道
路
で
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
!
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ぬ
い
ぐ

る
み
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
等
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
ス
ト
リ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
「
道
の
日
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
に

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
高
岡
市
、

5 

魚
津
市
な
ど
県
内
八
会
場
で
も
街
頭
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
、
関
係
者
は
、

花
の
種
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ

ー
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
し
た
。

道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品

4司
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さわやかな環境を
めざして

4高岡市「八丁道水緑

景観モテ手ル事業」

企黒部市浄化センターで計画されている人工滝(完成予想図)

私たちが普段なにげなく、日常の中で、使っている水。最

近、産業の発達や生活水準の向上に伴い、水の需要が増え

ています。と同時に、工場や家庭から出される産業排水、

生活排水の割合もますます大きくなってきました。下水道

は、こうした汚水を下水管、ポンプ場を通じて処理場ヘ流

入し、きれいに処理して川や海に放流したり、再利用した

りする施設として私たちの暮らしに大きく関わっています。

また利便性、快適性を求めるニーズ、街づくりへの貢献等

の要請に応えるため、県や市町村では、現在、下水道の普

及や施設の有効活用等に積極的に取り組んでいます。

ー
下
水
道
の
役
割
り

下
水
道
は
次
の
よ
う
な
大
き
な
役
割
り
を
持

っ
て
い

ま
す
。

①
便
所
の
水
洗
化

悪
臭
や
汲
み
取
り
か
ら
解
放
さ
れ
、
清
潔
で

快
適
な
生
活
が
で
き
ま
す
。

②
雨
水
の
排
除

(浸
水
の
防
除
)

道
路
や
宅
地
に
降

っ
た
雨
水
を
側
溝
等
で
集

め
速
や
か
に
河
川
等
に
導
い
て
、
床
下
浸
水
な

ど
の
水
害
を
防
ぎ
ま
す
。

③
周
辺
環
境
の
改
善

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
排
除
し
、
ド

ブ
等
の
い
や
な
臭
い
や
蚊
、
蝿
の
発
生
を
防
ぎ

ま
す
。

④
水
質
の
保
全

汚
水
を
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
科
学
的
、
衛
生
的

に
処
理
し
、
河
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

-下水道の整備状況-3
下
水
道
事
業
の
新
た
な
展
開

②
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
上
部
利
用

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
上
部
や
周
辺
を
住
民

が
憩
い
を
求
め
て
集
ま
る
公
園
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
広
場
と
し
て
整
備
し
、
施
設
の
有
効
利

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用

浄
化
セ

ン
タ
ー
か
ら
で
る

汚
泥
を
歩
道
の
ブ
口

。
、
睡
遁

ツ
ク
舗
装
等
に
使
用

綿

密

し
リ
サ
イ
ク
ル
利
用

換

鰐

¥ゾ

ー

一
m

を
進
め
て
い
ま
す
。

'
九
一
で
帯

同

ま
た
、

黒
部

市

で

ト

汀
刊一
誠

同

-a

/何
印

刷
忠
一

d
噌

a
a

は

処

理

水

を

有

効

利

一

て

@
U2

用

し

た

「

人

工

滝

」

広

舗
騨

日

集

制
酬

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

W

M
市

回
毎

n
u
u
J
l
 

下
水
道
事
業
は
下
水
の
排
除
と
処
理
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
魅
力
的
で
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
省
資

源
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

①
モ
デ
ル
事
業

雨
水
を
排
除
す
る
下
水
路
の
浴
線
に
植
栽
や

遊
歩
道
を
整
備
し
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
良
好

な
水
辺
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
高
岡
市
の
歴
史
的
景
観
に
配

慮
し
た
瑞
龍
寺
前
の
八
丁
道
や
、
大
沢
野
町
の

楽
し
く
子
供
達
が
遊
べ
る
せ
せ
ら
ぎ
水
路
や
親

水
性
テ
ラ
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

2
下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

①
整
備
状
況

昭
和
二
十
四
年
に
高
岡
市
で
着
手
し
て
以
来
、

平
成
四
年
度
ま
で
に
九
市
十
三
町
五
村
で
実
施

さ
れ
て
お

り、

普
及
率
は
平
成
四
年
度
末
で

三
十
五
%
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
国
平
均
の
四
十
七
%
と
比
較
す
る
と
依
然
と

し
て
低
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
(凶
1
)

ぉ
9
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u
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移

47

推
一

4

の

一

相

国

率

一

羽

全

及
一

3

普
一

部
〆

道
一

4

レ
ム
一

3

-
J
-

l
 

下

一

I

図

「
l
i
l
i
11m

普
及
率

②
整
備
目
標

県
下
全
域
の
普
及
率
を
早
急
に
高
め
る
た
め
、

県
と
市
町
村
が

一
体
と
な

っ
て
地
域
に
適
し
た
下

水
道
整
備
を
計
画
的
、効
率
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
七
年
度
末
に
は
農
村
下
水
道

等
の
整
備
も
含
め
、
ほ
ぽ
二
人
に

一
人
の
、
ま

た
、
平
成
十
二
年
度
末
に
は
全
体
の
七
割
を
超

え
る
普
及
状
況
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
(図
2
)

6 

‘ 25 

7 

下
水
道
は
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
営
み
、

川
や
海
等
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

願ごの県
い協ご民今
し力理の後
手を解皆と
ヲ。 お と 様 も
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富
山
県
で
は
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
環
日
本
海
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
積
極
的
な
交
流
、
か
期
待
さ
れ
る
な
か
、
地

理
的
に
近
接
し
て
い
る
対
岸
諸
国
を
皆
さ
ん

に
よ
り
身
近
に
感
じ
、
そ
し
て
よ
り
深
く
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
十
月
に
環
日
本
海

映
画
祭
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
あ
ま
り
観
る

こ
と
の
な
い
四
か
国
(
中
園
、
ロ
シ
ア
、
大

韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
)
の

計
十
七
本
の
作
自
は
、
悲
恋
あ
り
、
コ
メ
デ

ィ
ー
あ
り
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
あ
り
で
、
話
題

性
た
っ
ぷ
り
。
日
本
映
画
と
は
、
ま
た
一
昧

違
っ
た
魅
力
を
持
つ
各
々
の
作
昂
を
鑑
賞
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

開催期間

開催場所

(
上
映
フ
ィ
ル
ム
一
部
紹
介
)

10月に開催
環日本海映画祭

「さまよえるオランダ人」
'91東京国際映画祭ヤングシネマ部門出品

コメディ。 黒海の港でレストラ ンとして使

われている古い帆船さまよえるオランダ人"

が、酔漢に係留ロープを切られて漂流を始めー

「僕の無事を祈ってくれ」
'88オテ、ツサ娯楽映画祭映画クラブ審査員賞

カザフスタン共和国に帰郷した青年モロは、

麻薬中毒のかつての恋人を立ち直 らせるため

に密売グループや中毒者たちに敢然と立ち向

かってい丈 IJ{…・.

ロシア沿海地方留学生ユスマン・ティモフェイ

さんの一口コメント

ロシアの映画は、人を楽しませるだけでな

く、心の奥で、眠っている感情を刺激し、観衆

を魅了させてくれます。

合 0764-45-4581

収用人数

入場料

「心の香り」・92モントリオール国際映画祭出品

老若男女が共感できる感動作。両親の別居で、 一人暮ら しの祖父に

預け られた京劇の天賦の才を持つ小学生京京(チンチン)と祖父の物語

「五人少女天国行J'91モスクワ国際映画祭特別賞 }

中国、香港で大ヒ ットのファンタジーロマン。中国南部湖南省に住

む 5人の少女が仙女の念仏を聞いて、天空の花園へ行くことを誓いあ

問合せ

チ工ンユーシー

中国遼寧省留学生陳玉石さん

の一口コメント

中国映画は、 80年代からの

改革、開放に伴って、これま

での政治色の濃い愛も

人情もない説教映画

から脱皮し、 庶民

の生活、ロマンを

素直に表現で、き

る新時代を迎え

ています。

「成功時代」 企「アダダ」

1988年韓国内大ヒ ット。高度成長

下の韓国ビジネス界で苦闘する企業

戦士の栄光と挫折の物語。

「デイープ・ブルー・ナイト」
'85アジア太平洋映画祭最優秀作品賞

韓国人のアメリカ移民問題を題材

にした男女の複雑な愛のドラマを全

編アメリカ ロケで製作。韓国興行記

録を塗 り替えた大ヒ ット作。

「アダダJ
・91東京国際映画祭アジア秀作映画週間出昂

1920年代、日本統治下公亨国の片

田舎。美人のアダダは、聾唖ゆえ没

落した両班の貧乏人 と結婚するが…

「姉の問題」
「わが家の問題」シリーズとして12作まで連続物

で制作された大ヒ ットホームコメディ。絶大な人

気を博し、まさに朝鮮版「寅さん」。

「バード」・92東京国際映画祭アジア秀作映画週間出自

父と朝鮮戦争で生き別れになり韓国で鳥類学者

の道を歩む息子。 父であ る北朝鮮の鳥類学者と日

本で聞かれる学会で再会のチャンスを得るが……

-上演日程

平成5年10月11日附-17日(日)の7日間

マリエとやまア階 富山県国際文化セン

ター「オjレビ‘スJ

100席(各自入れ替え制)

当日500円前売り400円
3回通しチケット1.000円

チケット購入方法 当センターカウンタ一、県内プ

レイガイド等

償却とやま国際センター

18:30五人少女天国行

( 1時間3日分)

14日附

(ロシア)35mm 

13 :30心の香り

( 1時間3日分)

18:30菊豆

( 1時間33分)

18:30鯨とり

( 1時間52分)

18:30火の馬

( 1時間35分)

16:00双旗鎮プJ害

( 1時間35分)

16:00成功時代

( 1時間50分)

16: 00自由はパラダイス

( 1時間15分)

16 :凹タ照街

( 1時間40分)

10月11日側

(中国)16mm 

12日ω
(中国)16mm 

13日制

(韓国)35柵

.r五人少女天国行J

8 

ウージェオク

富山県国際交流員高清玉さんの一口

コメント

韓国の映画は、五千年の歴史の流

れから人々の痛みと喜び¥そして悲

しみを反映してくれる鏡のような存

在です。

18:30バード

( 1時間四分)

16:00姉の問題

( 1時間四分)

15日樹

(朝鮮民主主義人民)35脈

18・30アダ夕、

( 1時間5日分)

13:30デイーブ・ブルー・ナイトI16: 00青春スケッチ

( 1時間57分)I (1時間44分)

16日出

(韓 国)35mm 

18:30さまよえるオランダ人

( 1時間自分)

9 

16: 0[牒の無事を祈ってくれ
( 1時間21分)

13 :00持参金のない娘

( 2時間自分)

17日日)

(ロシア)35mm 
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富山県刊行物センターが
オープン

県
で
は
、
県
で
発
行
し
て
い
る
様
々
な
刊
行

物
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
れ
ら
の
刊
行
物
を
閲
覧
し
た
り
、
実

費
で
販
売
す
る
窓
口
と
し
て
、
富
山
県
刊
行
物

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
-の
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
会
館
内
に
あ
り
、

三
百
種
あ
ま
り
の
刊
行
物
が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

情
報
を
暮
ら
し
に

活
か
し
た
い
方
に
・
.. 

観
光
レ
ジ
ャ

ー
ガ
イ
ド
と
や
ま
な
ど
の
、
観

光
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
ほ
か
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
を
営
む
た
め

の
メ
ニ

ュ
ー
集
な
ど
、

実
生
活
に
役
立
つ
本
や
、

著
名
人
の
講
演
記
録

集
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
県
政
や
県

の
施
設

を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
類

も
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
あ
り
、

自
由
に
お
持
ち
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

富
山
県
刊
行

物
セ

ン
タ
ー
で
は
、

富
山
に
関

す
る
様
々
な
情
報
が
気
軽
に

キ
ャ
ッ

チ
出
来
ま
す
。
あ
な
た

も
、
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
富

山
の
魅
力
を
発
見
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う
。

富山県刊行物センターで、扱っている主な刊行物

刊刊のタイトル i 内 容 l 

新富山県民総合計画 21世紀に向けての総合的な県づくりの

シナリオ

余暇の充実を目指して環境整備を進め

るための長期的ビジョン

漫画「美昧しんぼ」で富山を舞台に東

京と富山のしあわせ度の勝負

県内の森林浴コースをビ、ジ‘ユアルに紹

県内の各種公害の現況とその施策をま

とめた白書

県内の巨木や天然記念物の樹木をカラ

ーで紹介

県内の滝の名所をビジ‘ュアルに紹介

とやま余暇ビジョン

とやまの巨木・名木

富山しあわせ勝負

とやま森林浴の森

とやまの滝

環境白書

県
政
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
に
・
:
:
・

新
富
山
県
民
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
県
政
の

各
種
プ
ラ
ン
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

県
政
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

富
山
を
も
っ
と

知
り
た
い
方
に

富
山
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
集
や
、
宮
山
の

豊
か
で
実
し
い
自
然
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
し

た
本
、
さ
ら
に
、
統
計
か
ら
富
山
の
姿
を
分
析

そ
ろ

し
た
種
々

の
本
も
揃

っ
て
い
ま
す
。
ま
た、

県

発
行
の
本
ば
か
り
で
は
な
く
、
県
の
自
然
や
文

化
を
紹
介
し
た
郷
土
に
関
わ
り
の
深
い
民
間
出

版
物
も
あ
り
ま
す
。

10 

※
三
百
種
の
刊
行
物
の
中
に
は
、
在
庫
の
都
合

上
、
販
売
し
て
い
な
い
本
も
あ
り
ま
す
の
で、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

高
岡
、
魚
津
、
砺
波
の
各
県
民
相
談

室
を
通
じ
て
本
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
際
は
各
窓
口
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企無償パンフレ ッ卜類

場

所

利

用

日

利
用
時
間

間
合
わ
せ

富山の四季を彩る花の写真集

富山の魅力をあますところなく伝える

写真集

花の路とやま

長いリ
JY

 
レ力民県

写真集富山

ー
ご
利
用
案
内

i

富
山
県
民
会
館
一
階
ロ
ビ
l
内

富
山
県
民
会
館
の
休
館
臼
を
除
く
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー

E
0
7
6
4
・
白
・

3
1
1
1

内
線

1
0
0

県民力レッジでの著名人の講演が活字

経済・ 金融に関する用語在、統計資料

をまじえながら分かりやすく解説

カロリーや栄養バランスを考えた、ヘ

ルシーメニュー集

忍者ハッ トリくんやケンちゃんが、 富

山の自然や文化を訪ね歩く漫画

富山県の特性を統計データをベースに

紹介

11 

富山がわかる本

経済指標のかんどころ

おいしい和

忍者ハットリくんのいき

いき富山ワンダフル探検

食と健康



ス
wす

で
了

舞
魅

の
叫古

あ
ど
け
な
い
素
顔
た
ち



歴
史

y
文
化

z秘
の
た
天
然
の
博
物
館

朝
日
県
立
自
然
公
園レ

ポ
ー
タ
ー

寺
村

愛
(
ミ
ス

朝
日
県
立
自
然
公
園
は
、
あ
さ
ひ
国
民
休
養
地
や

宮
崎
海
岸
、
七
重
滝

(し

っ
ち
ゃ
だ
き
て

み
つ
ぽ
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
、
見
所
、
楽
し
み
所
が

随
所
に
あ
る
自
然
公
園
で
す
。
ま
た
朝
日
ふ
る
さ
と

歩
道
や
登
山
道
も
あ
り
、
自
然
観
察
や
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
こ
の
う
ち
、
あ
さ
ひ
国
民
休
養
地
か
ら
宮
崎

そ
う

鹿
島
樹
叢
、
鹿
島
神
社
ま
で
の
山
道
を
下
り
、
宮
崎

た
ど

海
岸
に
至
る
ふ
る
さ
と
歩
道
を
辿

っ
て
み
ま
し
た
。

天
然
の
野
外
博
物
館

あ
さ
ひ
国
民
休

養
地
を
ぬ
け
て
さ

ら
に
下
る
と
、
う

っ
そ
う
と
し
た
樹

林
、
宮
崎
鹿
島
樹

叢
に
入
り
ま
す
。

こ
こ
は
暖
温
帯
性

樹
林
の
北
限
と

い

う
こ
と
で
、
学
術

的
な
評
価
も
高
く
、

自
然

y
緑、
w

B
1
.
f
l
l

、』
U
E
固
司

‘‘
J
I
l
-
-ゲ
コ
回
一
胆

あ
さ
ひ
国
民
休
養
地
は
、
城
山
と
上

の
山

一
帯
を
整
備
し
た
も
の
で
、
自
然

景
観
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で

一
日
を

楽
し
め
る
場
所
で
す
。

城
山
の
項
上
に
は
県
内
最
古
の
山
城
、

宮
崎
城
本
丸
跡
が
あ
り
ま
す
。
「
晴
れ
た

日
に
は
能
守
半
島
ま
で
見
え
る
」
本
丸

跡
で
は
、
こ
の
日
眼
下
に
宮
崎
海
岸
、

東
に
親
不
知
の
断
層
崖
、
そ
し
て
紺
監
の
日
本
海
が

遥
か
沖
合
い
ま
で
臨
め
、
そ
の
眺
望
に
は
、
大
変
感

動
し
ま
し
た
。

本
丸
跡
を
後
に
、
木
々
に
固
ま
れ
た
山
道
や
石
畳

の
歩
道
を
下
り
、
七
曲
橋
や
休
憩
広
場
を
過
ぎ
る
と
、

視
界

一
面
に
広
が
る
芝
生
広
場
が
現
れ
ま
す
。
面
積

六、

o
o
o
dの
上
の
山
園
地
で
す
。
こ
こ
に
は
休

憩
所
、
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
な
ど
の
ほ
か
、
フ
ィ

l
ル

ア
イ
リ
ス
)

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
鹿
島
神
社
の
境
内

林
と
し
て
、
長
年
保
護
さ
れ
て

き
た
シ
イ
ノ
キ
や
ア
カ
ガ
シ
、

タ
ブ
ノ
キ
な
ど
多
く
の
樹
木
が
、

天
を
覆
っ
て
い
る
様
に
、
自
然

の
力
強
き
と
神
々
し
き
を
感
じ

ま
し
た
。

こ
の
宮
崎
鹿
島
樹
叢
を
含
め
、

城
山
か
ら
宮
崎
海
岸
に
至
る

一

円
は
、
多
種
多
様
な
動
植
物
や
史
跡
な
ど
が
豊
富
な

こ
と
か
ら
、
宮
崎
自
然
博
物
館
と
し
て
自
然
環
境
を

そ
の
ま
ま
展
示
物
に
し
た
、

全
国
で
も
珍
し
い
野
外

博
物
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
主
要
な
展
示

ポ
イ
ン
ト
に
は
解
説
板
が
あ
り
、
散
策
し
な
が
ら
自

然
や
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
セ
ル
フ
ガ

イ
ド
コ

l
ス
で
す
。

ま
た
、
こ
の
城
山

一
帯
は
渡
り
鳥
の
休
憩
場
所
に

も
な
っ
て
お
り
、
年
中
、
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥
や
珍
し

い
小
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

海
わ
り
、
ぅ

C

ス
イ
が
届
〈
海
岸

夏
に
は
海
水
浴
で
に
ぎ
わ
う
宮
崎
海
岸
。
近
く
に

は
馬
場
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
、
テ
ン
ト
を
張

っ
て
キ

ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し

ん
だ
り
、
絶
好
の
サ
マ

l
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

県
内
に
は
、
現
在
、
有
峰
、
朝
日
、
白
木
水
無
、

医
王
山
、
五
箇
山
の
五
か
所
の
県
立
自
然
公
園
か

あ
り
ま
す
。
県
立
自
然
公
園
と
は
、
国
立
・
固
定

公
園
以
外
で
優
れ
た
風
景
地
や
貴
重
な
自
然
が
あ

る
地
域
を
県
が
定
め
た
も
の
で
す
。
今
回
は
そ
の

中
の
ひ
と
つ
、
朝
日
県
立
自
然
公
園
内
に
あ
る
あ

さ
ひ
国
民
休
養
地
と
宮
崎
海
岸
を
レ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

‘上の山園地の芝生広場

4

司
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
眺
め
を
満
喫

ま
た
、

14 

ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
も
あ
り
、
チ
供
た
ち
に
は
格
好
の

遊
ぴ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
は
桜
が
植
裁
さ

れ
て
い
る
の
で
、
春
に
は
お
花
見
の
場
所
と
し
て
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
と

の
こ
と
で
し
た
。

の
装
飾
品
が
出
土
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

古
代
人
の
生
活
や
文
化
に
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
こ
の
浜
辺
で
ヒ
ス
イ
を
探

し
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
に
ひ
た
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

15 

今
回
は
、
朝
日
県
立
自
然
公
園
の
ほ

ん
の

一
部
を
散
策
し
て
み
た
の
で
す
が
、

自
然
の
楽
し
き
ゃ
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
、

そ
し
て
史
跡
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
文
化

に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

自
然
公
園
以
外
に
も
こ
の
周
辺
に
は
、
不

動
堂
遺
跡
や
朝
日
町
歴
史
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
公
園
に
は
県
内
最
古
と
い
わ
れ
る
町
屋
を
復
元

し
た
歴
史
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
管
理
棟
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
パ
タ
パ
タ
茶
を
も
て
な
し
て
く
れ
ま
す
。
自
然

を
満
喫
し
、
歴
史
や
文
化
の
香
り
に
触
れ
た
後
は
、

パ
タ
パ
タ
茶
の
香
ば
し
い
昧
も
ぜ
ひ
味
わ

っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ヒ
ス
イ
海
岸
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ス

イ
の
原
石
が
波
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ツ

ク
な
海
岸
と
し
て
も
知
ら
れ
、
近
く
の
浜
山
玉
つ
く

り
遺
跡
か
ら
は
勾
玉
(
ま
が
た
ま
)
や
耳
飾
り
な
ど

ま
た
、
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ふ るさと|
みである記|

・井波町・ | 
M I T E A R U K I 

人口 11，109人(取E需品査より)
面積 26.20km' 

由緒ある瑞泉寺の門前町として発展してきた町並みは、

木彫工房が軒を連ねる。

優雅で力強い井波彫刻は、200年余りの伝統を持ち、国の

伝統的工芸品として、欄聞や獅子頭等が作られている。日

展作家等が数多く 輩出する芸術の里として名高い。

-井波町の概要

連
句
は
言
葉
と
心
の
遊
び
で
すい

な
み
連
句
の
会

連
句
は
、
複
数
の
人
が
五
・
七
・
五
の

長
句
と
七
・
七
の
短
句
を
交
互
に
付
け
合

っ
て
、
完
成
し
た
一
巻
を
全
体
と
し
て
鑑

賞
す
る
言
葉
の
芸
術
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

「
連
句
に
つ
い
て
は
全
員
素
人
だ
っ
た
ん

で
す
よ
」
と
語
る
の
は
、
「
い
な
み
連
句
の

会
」
の
荒
木
さ
ん
。

こ
の
会
は
昨
年
の
五

月
に
発
足
し
、
毎
月
一
回
実
作
会
が
聞
か

れ
て
い
る
。
「
捌
き
」
と
呼
ば
れ
る
先
生
の

指
導
に
従
い
、
詠
ん
だ
句
を
み
ん
な
で
検

討
し
な
が
ら
一
つ
の
句
を
作
る
。

三
十
六

句
で
一
巻
の
連
句
「
歌
仙
」
が
完
成
す
る

パクパクと鮎が食いつきます

越中鮎毛鈎製作
山本静夫さん

県
内
の
河
川
で
は
、
毎
年
多
く
の
釣
り
人
が
鮎
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
鮎
釣
り
用
の
毛
パ
リ
を
作
っ

て
い
る
職
人
さ
ん
が
い
る
と
い
う
の
で
訪
ね
て
み
た
。

「
印
判
彫
刻
の
副
業
と
し
て
始
め
た
の
が
、
い
つ
の

間
に
か
本
業
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」
と
語
る

の
は
、
県
内
で
た
だ
一
人
の
ア
ユ
毛
パ
リ
製
作
者
の

山
本
静
夫
さ
ん
。
毛
バ
リ
を
作
っ
て
も
う
四
十
五
年
、

製
作
し
た
毛
バ
リ
も
六
百
種
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

ア
ユ
毛
バ
リ
は
、
鳥
毛
や

ラ
メ

入
り
の
糸
を
巻
い

た
針
地
に
漆

の
玉
を
付
け
虫
の
よ
う
に
見
せ
た
釣
バ

リ
で
、
川
の
深
み
で
釣
る
通
称
「
鮎
ド
ブ
釣
り
」
で

使
わ
れ
る
。

「
模
様
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
巻
く

の
に
神
経
を
使
い

yト牧タム

そ
う
だ
が
、
時
間
が
か
か
る
の
で
、
通
常
は
半
歌
仙

(十
八
句
)
で
詠
む
そ
う
だ
。

「
連
句
を
始
め
た
こ
と
で
、
多
く
の
人
と
出
会
え
ま

し
た
ね
」
今
年
の
七
月
、
連
句
の
全
国
大
会
が
井
波

で
聞
か
れ
、
全
国
の
愛
好
家
と
交
流
で
き
た
こ
と
が

メ
ン
バ
ー
の
よ
い
経
験
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

「
一
つ
の
句
の
次
に
ど
ん
な
句
が
付
く
の
か
わ
か
ら

な
い
の
が
連
句
の
醍
醐
味
で
も
あ
り
、
難
し
い
と
こ

ろ
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
厳
し
い
ル

l
ル
も
あ
る
の

で
、
一
句
詠
む
の
も
な
か
な
か
大
変
だ
そ
う
だ
が
、

心
の
中
の
情
景
を
サつ
ま
く
表
現
で
き
た
時
は
と
て
も

う
れ
し
い
と
い
う
。

「
み
ん
な
で
考
え
て
一
巻
の
連
句
を
完
成
さ
せ
た
時

に
新
し
い
世
界
が
広
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
」
楽
し

み
な
が
ら
心
と
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま

る
連
句
は
「
究
極
の
言
葉
の
遊
び
」
で
あ
る
。

ま
す
」
非
常
に
こ
ま
か
い

作
業
の
た
め
一
日
に
作
れ

る
数
は
わ
ず
か
二
十
本
。
そ
の
繊
細
で
華
麗
な
姿
は

ミ
ク
口
の
芸
術
と
も
言
え
る
。

「大
物
が
数
多
く
釣
れ
る
よ
う
に
針
を
太
く
し
た
ん

で
す
よ
」
山
本
さ
ん
は
、
独
自
の
工
夫
と
ア
ユ
釣
り

の
経
験
か
ら
数
多
く
の
新
し
い
毛
パ
リ
を
生
み
出
し

て
い
る
。
特
に
、
通
常
よ
り
大
型
な
の
が
特
徴
で
あ

り
、
釣
師
の
問
で
は
「
越
中
パ
リ
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

「
私
の
毛
バ
リ
で
た
く
さ
ん
釣
れ
た
と
言
わ
れ
た
時

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
研
究
熱
心
な
山
本
さ
ん

の
作
る
毛
バ
リ
は
、
釣
師
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

A
和
気
あ
い
あ
い
と
句
を
詠
ん
で
い
く

字
涯

拐リ

半
「
歌
仙

『涼
し
さ
や
』
の
巻

わ

ざ

し

す

涼
し
き
ゃ
木
彫
り
の
技
の
閑
か
に
て

欄
聞
く
ぐ
れ
る
新
緑
の
風

か
わ
れ

舎
か
れ
た
る
四
君
子
の
貌
ふ
く
よ
か
に

uゃ

補
助
輪
の
と
れ
た
自
転
車
迅
し

捨
て
犬
を
拾
い
て
帰
る
月
の
道

夜
食
に
こ
も
る
母
の
優
し
き

い
お

浪
化
忌
の
庵
を
た
ず
ね
て
徳
し
の
ぶ

お
そ
る
お
そ
る
と
恋
文
渡
し

β、

泉

A
1
泉
内
十
涯

武

村

利

子

密

回

蓉

子
利
子

蓉
子

A
M
1
7
-
J
 

Z
や

荒
木

光
維

石

倉

文

「

...連句の例

L 

...一二三石の床と
廊下展示

16 

瑞
泉
寺
を
モ

デ
ル
に
外
国
人
建
築
家
が
デ
ザ
イ
ン

設
計
し
た
こ
の
会
館
に
は
、
散
居
村
を
イ
メ
ー
ジ
し

ひ

け

ム

た
一
二
三
石
の
床
、
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ユ
メ
ン
卜
な
ど

特
徴
的
な
部
介
が
多
い
。
木
の
香
り
が
心
地
よ
く
漂

い
、
自
然
光
も
多
く
取
り
入
れ
た
内
部
は
、
彫
刻
作

品
と
一
体
と
な
っ
て
独
特
の
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て

い
る
。

匠
た
ち
の

技
の
す
べ
て
が
見
ら
れ
る

井
波
彫
刻
総
合
会
館

17 

今
年
七
月
三
日
、
「
い
な
み
木
彫
り

の
里
」
に
井
波
彫
刻
の
殿
堂

「
井
波

彫
刻
総
合
会
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
会
館
に
は
、
二
百
二
十
年
の

伝
統
を
誇
る
木
彫
刻
か
ら
現
代
彫
刻
、

工
芸
作
品
に
い
た
る
ま
で
、
技
術
の

粋
を
集
め
た
井
波
彫
刻
の
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
作
品
約
二
百
点
が
、
展
示
・

販
売
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
し
た

七
月
だ
け
で
、
約
八
千
人
が
入
館
し
、

外
国
人
も
多
く
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

常
設
展
示
室
で
は
、
天
井
の
木
組
み
や
エ
ン
タ
シ

ス
の
柱
が
寺
院
の
内
部
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
数
多
く

の
欄
聞
が
一
際
目
立
つ
。
ま
た
、
欄
間
製
作
の
実
演

も
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
展
示
室
で
は
、

古
い
欄
間
や
獅
子
頭
、
ノ
ミ
な
ど
か
ら
井
波
彫
刻
の

し
の

長
い
歴
史
が
偲
ば
れ
る
。

匠
の
技
と
伝
統
の
美
を
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中

で
じ

っ
く
り
と
鑑
賞
で
き
る
こ
の
会
館
は
、
隣
接
す

る
体
験
型
施
設
「
創
遊
館
」
と
あ
わ
せ
て
、
井
波
彫

刻
の
魅
力
を
充
介
に
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で
あ

る
。

¥ 
¥ 

、、のじ
L 1エL二'いき L

ふる絡協美しい



高校総体を成功させよう⑧

一グ
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バレーボール 女 子
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-p 

rrレナ-.i:I獣
医調扉ヨ11置 ¥ 7-TI'j-¥ 

E霊逗tiEi1

11 J 

ィコ-
p ..て

卓球 F ・
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ぴ平う
注士

全
国
の
高
校
生
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
が
今
年
、
栃
木
県
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
、
横
断
幕
を
持
っ
た
富
山
県
選
手
団
が
堂
々
の
入
場
行

進
を
果
た
し
、
次
回
の
開
催
県
で
あ
る
富
山
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
来
年
度
は
、
平
成
六
年
七
月
三
十
一
日

i

八
月
二
十
四
日
に
か
け
て
夏
季
大
会
、
ま
た
、
平
成
七
年
二
月
五

日

l
九
日
に
か
け
て
冬
季
大
会
が
富
山
県
で
開
催
さ
れ
、
二
十
八

の
競
技
種
目
が
県
下
二
十
八
市
町
村
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
競
技
会
場
地
と
な
る
市
町
村
や
競
技
日

程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

:jtnh 
EJIDIF.司総合開会式

，1ヨLlJD• 
~ 

ハ
空手道

会場地 競技種 目 臼 程

総 4に〉コも 開 z会:;: 式 7月31日

陸 上 競 技 7月31日-8月4日

バスケットボール 男 7月31日-8月6日

フー ス 7月31日~日月 7日
富山市 卓 球 日月 7日-12日

体 体操競技 日月 3日~日日

自転車競技 トラック 日月日日-10日

7Jく ;氷 水 球 日月17日-20日

サ 、ソ 力 7月31日~日月 7日

男 日月 5日-7日
ソフトテニス

女 7月31日-8月3日

高岡市 パドミントン 日月 l日-6日

ボ ク ン ン グ 日月 l日-7日

水 ;氷 競泳 ・飛込 日月17日~白日

自転車競技 ロード 日月 B日-7日

氷見市 ハンドボール 7月31日~日月 6日

新湊市
体 操 新体操 日月 8日-10日

ヨ 、y ト 日月 2日-6日

滑川 市
レ ス 1) ン グ 日月 2日-5日

ウエイトリフテイング 日月 9日-12日

黒 部市
男 7月31日-8月4日

魚津市

入 善町
バレ ーボール

女 日月 l日-5日
朝日 町

大沢野町
ごJ菌Eヨ 艇 日月 6日-10日

細入村

上市町 二ヴ工百 手 道 日月11日-13日

宇奈月町 アーチェリー 日月 B日~日日

立山町 ~ 山 日月20日-24日

男 日月 4日-8日
八尾町 ソフトボール

女 7月31日~日月 4日

婦 中 町 フェンシング 日月 7日-11日

大門町 キ目 撲 日月 l日-3日

男 8月l日-3日
小杉町 柔 道

女 日月 4日

大島町 弓 道 日月 4日-7日

小矢部市
ホ 7月31日~日月 5日、ソ ケ

福岡町

砺波市

城端町

井波町 バスケットボール 女 7月31日~日月 6日

福野町

福光町

庄川町 実リ 道 日月!日-3日

2c 
yffdLニ
ペ5ダJ1ン サ /~.

夏季大会(27競技種目27市町村)

冬季大会 (1競技種目 1町)

|大山 町 |ス キ ー I 7年 2月5日~日日
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-
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
視
聴
講
座
・

「
美
と
の
出
会
ど

県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
視
聴
講
座
「
美
と
の
出
会
い
」
を
五
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
美
し
く
鮮
明
な
映
像
を
み
な
が
ら
、
近
代
の
芸
術

を
長
い
歴
史
と
広
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
と
ら
え
、
美
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

す。〈〉
日

日寺

9
月

9
日
j

m
月
日
日

毎
週
木
曜
日

午
前
叩
時
j
児
時

吉
崎
四
郎

(
県
文
化
行
政
推
進
顧
問
)

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
学
習
室

(
県
教
育
文
化
会
館

5
階
)

。
視
聴
ソ
フ
ト「

日
本
で
見
ら
れ
る
同
世
紀

フ
ラ
ン
ス
美
術
」

〈〉
資
料
代

5
0
0円

お
申
し
込
み
は
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ

包

0
7
6
4
・引・

8
6
3
5ま
で

く>
講

〈
〉
会

師場

「北アルプスの山々を望みながら

秋の名水の里を歩いてみませんか」

富
山
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会

及
び
富
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願

っ
て
、

心
身
の
発
達
に
つ
い
て
の
心

配
事
や
家
庭
で
の
し
つ
け
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
に
つ
い
て
専
門
の
指
導
者
が
相
談
に

応
ず
る
巡
回
就
学
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
、
在
籍
し
て
い
る
幼
稚

園
・保
育
所
、
小
・中
学
校
又
は
、
市
町
村

教
育
委
員
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期日/10月12日(火)・l3日附

会 場/富山県民会館

問合せ/各市町村教育委員会または

県教育委員会指導課企0764・44・3451

一

県

内

に

成

育

す

る

樹

木
を
中
山
に
展

一

示

す

る

「
樹
木
園
」
ガ
完
成
し
¥
植
物

一

公

園

専

門

植

物

園

と

し

て

開

園

し

ま

す

o

-

約

3
0
0種
4
1
8、
0
0
0本
の
展
示
林

-

を

と

お

し

て

、
樹
木
に
関
す
る
知
識
を

一

学

び
、
緑
の
環
境
で
憩
い
¥
楽
し
ん

一

み

ま
せ
ん
か
。

-

日

時

平

成

5
年
刊
月

8
日
(
金
)

一

場

所

立

山

町

吉

峰

一

↑

(林
業
試
験
場
に
隣
接
)

-

w
 

「ー
新

ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」
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-
富
山
県
中
央
植
物
園
の
開
園
に
つ
い
て

E I諮問日~m~"，..  

植
物
を
学
び
、
人
間
と
の
か
か
わ
り

あ
い
を
考
え
る
「
植
物
園
」
と
し
て
¥

ま
だ
、
植
物
の
美
し
さ
、
う
る
お
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
憩
い
安
ら
ぐ
「
公
園
」

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

『中

央
植
物
園
』。

そ
の
屋
外
展
示
園
お
よ
び
管
理
研
修

棟
ガ
部
分
完
成
し
¥
開
園
し
ま
す
。

日

時

平

成

5
年
刊
用
ペ
!
日
(
金
)

場
所
中
央
植
物
園

(
婦
中
町
上
轡
田
位
)

-
林
業
試
験
場
樹
木
園
の
開
園
に
つ
い
て

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
、
僧
ヶ
岳
や
毛
勝
山
を
望
み
な
が
ら
、
名
水
の
里
の
黒
部
川
扇

状
地
を
打
川
歩
き
ま
す
。
椎
名
道
三
の
作
っ
た
十
二
貫
野
用
水
や
、
ふ
る
さ
と
富
山
湾
が

一
望
で
き
る
新
川
育
成
牧
場
な
ど
を
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
富
山
を
じ
か
に
体
験
し
な
が
ら
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

ゴ
ー
ル
の
黒
部
青
少
年
の
家
で
参
加
記
念
品
、

完
歩
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

期

日

平

成

5
年
叩
月

9
日
(
土
)
雨
天
決
行

対

象

小

学

校

5
年
生
以
上
で
、
健
康
に
自

信
の
あ
る
方

費定
用 員

-富山県庁婦人青少年課
岱 0764・31・4111

-有峰青少年の家
まま0764・81・1758 

-ニ上青少年の家
ft0766・21・0001

-黒部青少年の家
ft0765・52・3240

-砺波青少年の家
合 0766・37・2002

2
0
0名

一
人

1
、
5
0
0
円

問合せ

-
秋
の
登
山
は
冬
山
装
備
で
/

自
の
覚
め
る
よ
う
な
紅
葉
、
澄
み
き

っ
た
秋
空

も
突
然
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全
登
山
に
心
が
け
て

下
さ
い
。

古
毎
年
、
単
独
登
山
の
行
方
不
明
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
単
独
登
山
は
、

慎

み
ま
し
ょ
う
。

古
吹
雪
に
耐
え
ら
れ
る
防
寒
具
等
の
装
備
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

女
登
山
計
画
を
家
族
や
同
僚
に
知
ら
せ
、

登
山
届
を
管
轄
の
警
察
署
や
、
登
山
口
の
駅

等
に
提
出
し
ま
し

ょ
う
。

女
常
に
、
自
然
条
件
と
パ
ー
テ
ィ
の
力
を
考
え
て
行
動
し
、
無
理
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

古
山
岳
情
報
で
、
山
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

-
遭
対
協
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

2

0
7
6
4
・
必
・

2
0
2
0

・N
T
T
テ

レ

ホ

ン

情

報

告

0
7
6
4
・
出
・

4
0
0
0
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-
台
風
時
に
お
け
る
災
害
事
故
防
止

毎
年
、
台
風
に
よ
り
多
く
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
、
家
屋
の
倒
壊
等
大
き
な
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

古
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

人以
あ
ら
か
じ
め
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

古
台
風
に
備
え
、
家
屋
の
補
強
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

女
避
難
先
、
連
絡
先
等
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

古
危
険
を
感
じ
た
り
、
防
災
機
関
等
か
ら
避
難
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ば
や
く

対
応
し
ま
し
ょ
う
。



県カ~I-
移動芸術祭(日本舞踊公演)

移動芸術祭は、文化庁及び富山県移動芸術祭実行委員

会の主催て¥優れた舞台芸術を多くの人に低料金で鑑賞

していただくために、特に企画されたものです。

演
目

長長長地長
唄唄唄唄日貝

「
舌
出
し
三
番
嬰
」

「
善
知
鳥
」

「
蚤
取
男
」

「
二
人
椀
久
」

「
鷺
娘
」

晩
期
の
旋
律

富山交響楽団演奏会開催

日
時

9
月
加
日
間
午
後

6
時
犯
分

会
場

高
岡
市
民
会
館

入
場
料S

席
A
席

B
席

13 4  

500  
000  
000  
円円円

• 
富山県民会館大ホール

「県民オケ」として親しまれていた県民オーケストラ合同

演奏会が、 このたび名称を新たにして開催されます。

指揮者は汐津安彦氏。東京芸術大学を卒業後ドイツに留

学し、カラヤ ンアカデミーで研績を積んだ実力派として知

今
世
紀
最
大
の
巨
匠
と
呼
ば
れ
る
パ
ブ
ロ

・
ピ
カ
ソ
。
彼
の
多
方
面
に
わ

た
る
才
能
、

高
度
な
技
術
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
制
作
、

も
ピ
カ
ソ
を
凌
駕
す
る
作
家
は
今
世
紀
に
は
な
く
、
今
日
の
革
新
的
な
芸
術

は
ほ
と
ん
ど
彼
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
展
で
は
、

子
息
ク
ロ
ー
ド

・
ピ
カ
ソ
の
協
力
を
得
て
、
1
9
4
0
1
5
0

年
代
以
降
の
ピ
カ
ソ
後
期
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

日

時

9
月
呂
田

j
m月
μ
日

観
覧
料

い
ず
れ
を
と

っ
て

一
般

9
5
0
(
7
5
0
)
、
高
・
大
学
生

7
0
0
(
5
0
0
)円

小・
中
学
生

4
0
0
(
3
0
0
)
円
※
(

詳
し
く
は
、
富
山
県
立
近
代
美
術
館

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

られていますo

曲目は「シェラザード‘J(リムスキー・コjレサコフ)、「小組

曲J(ドビュ ッシー)、「運命の力J(ヴェルディ)です。

10月3日(日) 午後2時

一般 1，000円 生 徒 500円

富山県オーケストラ連盟事務局包0764・93・0707

県庁文化課 君。764・44・3455

日時

入場料

開合せ

)内
は
却
人
以
上
の
団
体
料
金

8
0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1ノ

問
い
合
せ

例
高
岡
市
民
文
化
振
興
事
業
団

8
0
7
6
6
・
加
・

1
4
5
0

県
庁
文
化
課

合

0
7
6
4
・
M
・
3
4
5
5• 

豊
か
さ
は

住
み
よ
い
環
境

住
ま
い
か
ら

産婦一般健康診査の新設
県では、出産後の母体の健康づくりを推進するため、健

康診査を医療機関において、無料で実施します。

実施時期平成5年10月から

対象者 出産時に異常が認められた産婦

健診時期 原則として出産日から 6週間以内

健診内容 問診及び診察、血圧測定、尿検査、血液検査等

問合せ県庁健康課企0764-3ト4111(内線3547)

又は最寄りの保健所

22 

/ 

日曜 献 血 場 所 時 問

2 土 J R富山駅前 10 : 00 ~ 1 6 : 00 

3 日 氷見市ハッピータウン氷見広前 10: 00 ~ 15: 30 

利賀村役場前 9:30~ 11 :30 
4 月

利賀村農協前 1 2 : 30 ~ 15 : 00 

10 日 富山市「アピタ」ショッピンク手センター前 1 0 : 00 ~ 1 6 : 00 

11 月 富山市「アヒ。タ」シヨツヒ。ンクセンター前 10 : 00 ~ 16 : 00 

福岡町役場前 9:30~12:00 
12 火

J R福岡駅前 13 : 00 ~ 15 : 30 

16 土 富山西武デパー卜前 10 : 00 ~ 1 6 : 00 

17 日 富山西武デパー卜前 10 : 00 ~ 1 6 : 00 

18 月 庄川町役場前 1 2 : 30 ~ 1 5 : 30 

24 日 J R福光駅前 10 : 00 ~ 1 5 : 30 

25 月 大沢野町役場前 1 2 : 30 ~ 15 : 30 

30 土 J R高岡駅前 10 : 00 ~ 1 5 : 30 

日
月
1
日
、
全
国

一
斉
に

庁
住
宅
の
国
勢
調
査
。
と
も
い

わ
れ
る
住
宅
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

¥川
1

v''

、

正
旦
か
な
住
生
活
斗
夫
現
の
た
圃

lJ
.
-
}

め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
勺

/.

調
査
員
が

9
月
幻
日
か
ら
調

査
票
を
持
っ
て
調
査
を
お
願

い
す
る
お
宅
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

謹住宅統計調査
お問合せは

県庁統計課

合 0764-31-4111(内線3385)

JWFフレフォーラム

高校生の一日看護見学(~ 16 日)
清水圏明と走ろうヤン グ・ドラ イビング・力

レyジ

第 1回環日本海インターハイ サッカー親善交

流大会(~26 日)

「木と造形J(~ 10月3日)

7月12日

7月13日
7月18日

7月21日

第2回富山県民スポーツ・レクリエーション

大会(~25 日)

交通安全こども自転車富山県大会

全国生涯学習フェスティパル準備委員会設立
公 d岳、

ij‘心、:z:;;

まコニー云器一I~~前〓ーヌル附守備会

も設立議会・第1匪i準備委員会
植 田一←一一一一一γ一一一一-ii画面甑

公

7月24B

7月26日

市首街頭献血日程
草刈十字軍入山式

ゆ四

hl
‘
d
P
Rド
尭
引
d
園
田
園
園

川
♂
山
引

M

e

d

，a
t
』

『

U
同
凶
圃
園
田
園

dwa'
例

W

/
』

4
幽
園
・
園
岡

山
問
削
阿
川
了
L
三

副
薗
園
間

怒

川
山
川
畑
山
町
ぶ
以

闘
圃
醐

;
i
 

一
F
M

わ
な
ぷ
州
市
山
公

園
闘
園
田

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・テ

レビの街頭献血案内等でご確認ください。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日の午後も開所し

(祝祭日除く)、献血を受け付けています。

富山県赤十字血液センター 富山市飯野26-1 ~ (0764)51-5555
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宇奈月国際会館「セレネ」完成式

とやま・ふくおか家族旅行村関村式

全国高校ユネ スコ大会

社団法人日本自 閉症大会第13回全国大会

新規招致英語指導助手辞令交付式

第46回富山県民体育大会夏季大会(~9 日)
有峰フェスティバル(~8 日)
'93出会いふれあいの道フェスティバル

県立大学体験入学

北方領土ブロック会議

富山くすりフェア (~31 日)

7月27日

7月28B
7月30日

7月31日

8月1B 

8月4日

8月7日

8月10日



月

も
く
じ

P表表
1 2 市氏

撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
菊

川

茂

ひ
と
/
湯

上

谷

宏

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
第

1
回
環
日
本
海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

・

サ
ッ
カ
ー
親
善
交
流
大
会

②
富
山
く
す
り
フ
ェ
ア

③
宇
奈
月
国
際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
オ
|
プ

、
/

④
巾
お
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

ト
ピ
ッ
ク
ス

①
下
水
道
の
整
備
状
況

②
環
日
本
海
映
画
祭

③
富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

P
I
N
U
P
-
T
O
Y
A
M
A
 

撮
影
/
赤

羽

仁

諭

と
や
ま
遊
学
感
/
朝
日
県
立
自
然
公
園

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
井
波
町

高
校
総
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
②

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

P 
2 

P 
6 

P 
12 

p p p p 

20 18 16 14 国
際

A
級
ラ
イ
ダ
!
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

タ
レ
ン
ト
の
清
水
圏
明
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

七
月
十
八
日
、
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
若

者
百
名
を
対
象
に
し
た
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
カ
レ
ッ
ジ
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ト
バ
イ

の
実
技
指
導
で
は
、
や
や
緊
張
ぎ
み
だ
っ
た
若

者
も
、
清
水
さ
ん
の

人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔

と
軽
妙
な
ト
ー
ク
に

思
わ
ず
二
コ
リ
。
基

本
動
作
を
と
お
し
て
、

安
全
運
転
の
意
識
を

高
め
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の

姐
関
富
田

es主主羽画面町ilF..
富山県受通事政相談所東日IJ館1階

宮 (0764)31-4111内4400

-・li;輯~.I・r"ヨ・・

-哩IJ"~電量・E・E~.

寛

談

山
J

-
相

ト札
口

法
な

化
1
1

商
ん

H
U

日

質
ど

。ヮ
〈

悪

、
す

こ
2

.
ど
ま
ヨ
4

題

な

じ

ω

問

剤

応

市

庭

い

も

旧

家
せ
に

宮

高齢者や家族の心配ご‘と、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

含 (0764)41-4 1 1 0 物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいo

fi(012o)16-7400 (県庁県民生活課内)

ヌ
チ
フ
オ
釣
り

-町三f諸制陶嗣岨E・R・-
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
〈金融相談は)

宮 (0764)33-3252

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777 

-・・・・・且宅.~彊匝園面.~~F.ヨ・・・・・・

高岡地方県民相談室

-・・・・E幽量1lliI箇置剖邑国国盟・・・・・・

富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮 (0764)31-4111附)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

fi(0766)21-9411悦)
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

fi (0765)24-531l(代)

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151 (ft) 

室談相民県

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

太
刀
魚
か
立
ち
魚
・
か

タ
チ
ウ
オ
が
、
本
格
的
に
釣
れ
て
い
る
。
例

年
よ
り
-
約
一
か
月
遅
い
。
他
県
で
は
、
延
べ

そ
二
ひ
き

縄
や
底
曳
網
で
獲
る
が
、
富
山
湾
で
は
定
置
網

漁
か
一
本
釣
り
で
あ
る
。
常
願
寺
川
・
神
通
川
・

庄
川
な
ど
の
河
口
沖
に
せ
ま
っ
て
い
る
海
谷
で
、

水
深
七
十
か
ら
百

m
が
釣
り
場
で
あ
る
。
漁
は
、

夜
明
け
(
夕
暮
れ
)
が
よ
く
、
一
人
乗
り
の
小

型
船
で
釣
る
。

伝
統
あ
る
漁
だ
が
、
根
気
の
い
る
仕
事
な
の

で
、
老
漁
師
が
多
い
。
タ
チ
ウ
オ
は
、
冬
は
深

み
に
い
る
が

(
越
冬
場
)
、
春
か
ら
夏
に
は
海
谷

の
浅
み
(
産
卵
場
)
に
く
る
。

幼
魚
は
、
昼
は
海
底
・
夜
は
水
面
近
く
に
浮

上
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
を
食
べ
る
。

成
魚
に
な
る
と
、
午
前
中
は
浅
み
に
、
夜
は
底

に
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
成
長
に
つ

ど
ん

れ
て
貧
食
に
な
り
、
大
き
な
魚
や
イ
カ
・
イ
ワ

シ
な
ど
を
捕
食
す
る
。
そ
の
歯
は
鋭
く
て
、
大

き
い
。
先
端
の
犬
歯
は
か
ぎ
状
に
曲
っ
て
お
り
、

く
わ
え
ら
れ
た
ら
絶
体
絶
命
で
そ
の
魚
は
逃
げ

ら
れ
な
い
。
漁
師
も
タ
チ
ウ
オ
に
は
充
『
分
注
意

し
て
扱
っ
て
い
る
。
湾
内
で
の
漁
獲
高
は
、
年

百
ト
ン
足
ら
ず
で
、
量
的
に
は
特
に
重
要
な
魚

で
は
な
い
。
北
海
道
以
南
に
広
く
『
分
布
す
る
魚

で
、
瀬
戸
内
産
の
タ
チ
ウ
オ
は
有
名
で
あ
る
。

タ
チ
ウ
オ
は
、
一

・
三

m
に
も
な
り
、
偏
平

県わらの木、ソトニ三一久見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

副首厩i込!四区1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

B悶 既悶B悶 副

.FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:50~9:55 

ネ
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30~9:45

「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 00~9 : 30 
r112万人のひろば クイズ/フォー力ス・イン」

・北日本放送毎週日曜日AM11: OO~ 11 : 30 
「こんにちは富山県で‘す」

9/5 っくり育てる漁業

9/12 災害の備えを万全に

9/19 食昂開発を支援します

9/26 私たちのふるさとつ、くり⑤
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な
帯
状
で
長
く
、
全
身
銀
白
色
で
あ
る
。
こ
れ

は

そグ

ア
ニ
ン
。
と
い
う
銀
白
粉
で
、
体
が
覆

わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
昔
は
人
工
真
珠
の

光
沢
付
け
に
利
用
し
て
い
た
。

下
図
の
よ
う
に
、
背
び
れ
・
胸
び
れ
は
あ
る

が
、
腹
び
れ
・
尻
び
れ

・
尾
び
れ
が
な
い
。

泳
ぐ

こ
と
が
得
意
で
な
く
、
平
常
は
頭
を
上

に
し
て
。
立
ち
泳
ぎ
。
の
状
態
。

背
び
れ
を
波
状
に
動
か
し
(
下
図
参
照
)
、
上

下
に

W
字
状
に
泳
ぐ
。
故
に
「
立
ち
魚
」
な
の

か
、
一
見
し
て
太
力
の
よ
う
だ
か
ら
か
タ
チ
ウ

オ
。
な
の
か
。

一
般
に
「
太
力
魚
」

と
書
く
が
、
「
靭
」
と
も

書
く
。
中
国
名
は
「
白
帯
魚
」
で
あ
る
。

英
名
。
ス
ネ

l
ク
・
フ
イ
ッ
シ
ュ

。
か
か
リ

ボ
ン
・
フ
イ
ツ
シ
ユ
。
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

長
も
の
。
そ
し
て
顔
つ
き
は
、

凶
悪
。
く
わ
え

て
、
銀
白
色
。
関
東
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
原
料

で
高
級
魚
あ
つ
か
い
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
西

で
は
、

ハ
モ
・
ア
ナ
ゴ
並
み
で
賞
味
さ
れ
る
。

自
身
で
、

脂
肪
が
あ
る
わ
り
に
淡
白
、
骨
ば
な

れ
も
い
い
。
照
り
焼
き
塩
焼
き
に
し
て
う
ま
く
、

煮
付
け
て
も
よ
し
。

一
年
中
そ
れ
程
味
は
変
わ
ら
な
い
が
、

ら
秋
の
タ
チ
ウ
オ
が
お
い
し
い
。

夏
か

一一ー

ーー‘・‘夢、、、、、v

‘、、、
‘、司、険、、~‘

.~、.

津田武美絵・文



「県からの

お知らせ」
毎月第2、最終土曜日に、

、 北日本、富山、読売、北陸

中目 、朝日 、毎日の各新聞

に掲載しています。

E盟国軍置圃匝躍盤機

-富山テレビ

rl12万人のひろばー
クイズ!フォーカス・イン」
毎週日曜日午前9:00..--.....9:30

クイズ形式で楽しみながら、県の施策や

富山の情報を提供する県民参加型番組。

司会の森和彦、村上育子両アナとレポー

ターの三遊亭良楽さんとの息もピッタリ 。

さて、あなたは何問できるかな?

.チューリップテレビ

「志の輔の
ふるさとトーク」

毎週土曜日午前9:30..--.....9:45
毎回、いろんなジャンルで活躍している

富山県ゆかりの方々をゲストに迎えて、

ホス卜 役の落語家立川志の輔さ んと軽妙

でゆかいなトークが繰り広げられます。

-北日本放送

「こんにちは富山県
です」
毎週日曜日午前11: 00..--..... 11 : 30 

県民の参加を得ながら、県の主要施策等

をわかりやすく紹介 レポーターの木下

一哉アナが県内を所狭しと駆け巡り、 県

政の動きをリアルタイムで伝えます。

.FMとやま

「ふれあいホットライン」
毎週月曜日~金曜日午前9:50..--.....9:55

牧内直哉、車谷恵子両アナ

ウンサーが、県内各地から

のホ ッ 卜な話題を FMのク

リアなサウンドでお届けし

ます。

広報とやま平成5年9月号

見
た
ノ
・
聞
い
た
ノ
.

こ
の
秋
み
ん
な
が
グ
と
や
ま
通
4
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